
新庁
舎１期工事

完成だのん

1月4日

開庁だの
ん

酒田市は合併から10周年を迎えました。
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昨年にまサル良い年に
今年の干

え

支
と

は申
さる
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酒田市長

丸山　至

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
成
28
年
の
新
春
を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
長
に
就
任
後
、
本
市
に
と
っ
て
い
く
つ
か
の
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
10
月
31
日
と
11
月
１
日
に
全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
大
勢
の
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
大
成
功
と
な
り
、

全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
が
も
た
ら
す
効
果
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

11
月
６
日
に
は
、
合
併
10
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
新
市
と
な
っ
て
10
年

の
大
き
な
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
の
日
「
も
し
ぇ
の
ん
」
と
「
あ
の
の
ん
」

が
晴
れ
て
酒
田
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
も

明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
女

子
バ
レ
ー
チ
ー
ム
「
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
」
が
Ｖ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
・
Ⅱ
に
参

戦
す
る
と
と
も
に
、
県
女
子
駅
伝
競
争
大
会
で
は
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
が
２
年
ぶ

り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
る
国
際
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
は
、
週
７
便
と
な
り
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
有
効

求
人
倍
率
に
お
い
て
も
県
内
を
牽け
ん

引い
ん

し
続
け
て
い
ま
す
。
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2016 謹賀新年
申

　
本
年
は
、こ
の
良
い
流
れ
、好
機
を
最
大
限
に
活い

か
し
、市
長
就
任
に
当
た
っ

て
申
し
上
げ
た
こ
と
を
確
実
に
実
行
す
る
年
に
し
て
い
き
ま
す
。
本
市
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
山
形
新
幹
線
庄
内
延
伸
、
酒
田
駅
周
辺
整
備
の
ほ
か
観
光

戦
略
や
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

様
の
目
に
見
え
る
形
で
し
っ
か
り
と
前
進
さ
せ
ま
す
。
ま
た
昨
年
10
月
末
に
策

定
し
た
「
酒
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
従
い
、
国
際
港

湾
酒
田
港
、
質
の
高
い
医
療
環
境
、
充
実
し
た
高
等
教
育
機
関
、
お
い
し
い
食

べ
物
、
豊
か
な
自
然
な
ど
本
市
の
特
色
を
最
大
限
磨
き
上
げ
な
が
ら
施
策
を
実

行
し
数
値
目
標
の
早
期
達
成
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
産
業
力
を
高
め
る
た
め
の
地
元
企
業
へ
の
支
援
措
置
や
企
業
立
地

の
促
進
、
も
う
か
る
農
業
へ
の
基
盤
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
を

強
め
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
友
好
都
市
な
ど
と
の
交
流
や
本
市
の
特
色
あ
る

文
化
の
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ま
た
本
市
の
力
で
あ
る
産
業
都
市
、
交
流
都
市
と
し
て
の
活
力
を
再
生
す
る

た
め
に
、
全
て
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
政
策
形
成
に
参
画
し

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
提
言
を
受
け

市
の
施
策
に
反
映
し
て
い
く
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
そ
し
て
若
者
、

女
性
、
子
育
て
世
代
、
産
業
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
意
見
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
思
い
を
施
策
に
反
映
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
経
験
豊
か

な
世
代
の
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
若
者
の
パ
ワ
ー
を
結
び
付
け
る
こ
と
に

よ
り
諸
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
積
極
的
に
参
画
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
９
月
11
日
に
は
、
い
よ
い
よ
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
が
恒
例
と

な
っ
て
い
る
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

─

や
ま
が
た

─

」
式
典
行
事
が
、

希
望
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
お
い
で
に
な
る
方
々
を
、
市
民
、
関
係
機
関
、

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
お
迎
え
し
、
本
市
を
再
び
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
年
と
な
る
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
総
務
課
職
員
係 

☎
２
６
‐
５
７
０
２

２
月
12
日
か
ら
副
市
長

が
就
任
す
る
予
定
で
す

　

平
成
27
年
12
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

市
議
会
12
月
定
例
会
で
、
副
市
長
に

矢
口
明
子
氏
（
49
歳
）
が
提
案
さ
れ
、

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
２
月
12
日

か
ら
就
任
す
る
予
定
で
す
。

　

同
氏
は
、
平
成
13
年
に
東
北
公
益
文

科
大
学
専
任
講
師
、
平
成
17
年
に
同
大

学
助
教
授
、
平
成
25
年
か
ら
同
大
学
教

授
と
し

て
務
め

ら
れ
ま

し
た
。

日
時
／
１
月
10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
〜
１
時

20
分
）
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
対
象

／
本
市
在
住
ま
た
は
本
市
出
身
の
平
成

７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
▼
持
ち
物
／
案
内
は
が
き

（
当
日
忘
れ
た
方
や
な
く
し
た
方
も
入

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準(

一
般
世
帯 

15
万
８
千
円
以
下
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
中
学
校
卒
業
前
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯 

25
万
９
千
円
以

下)

に
適
合
す
る
方
▼
入
居
日
／
２
月

19
日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に
よ
る
▼
敷
金

／
家
賃
３
か
月
分
▼
申
し
込
み
／
１
月

６
日
㈬
〜
14
日
㈭
に
申
込
書
を
市
役
所

３
階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
建
設
産
業
課
へ
。
申
込
書
は
窓

口
で
記
入
し
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

◆
申
込
書
、
応
募
の
手
引
き
は
市
役
所

５
階
建
築
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
建
設

産
業
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
抽
選
の
際
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高
齢

者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
は
優
先

措
置
（
２
回
抽
選
）
が
あ
り
ま
す
。

公
共
賃
貸
住
宅

　

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超
え
25

万
９
千
円
以
下
の
方
を
対
象
に
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
で
す
。

場
で
き
ま
す
）

◆
式
典
開
始
前
に
会
場
を
閉
じ
ま
す
の

で
、
午
後
１
時
20
分
ま
で
に
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
東
側
駐
車
場
は
、
式
典
が
始

ま
る
前
は
新
成
人
の
降
車
場
所
と
な
り

駐
車
を
一
部
制
限
し
ま
す
が
、
式
典
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
待
ち
合
わ
せ
の
駐
車

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◆
乗
り
合
わ
せ
の
来
場
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。
駐
車
場
は
希
望
ホ
ー
ル
立
体

駐
車
場
、
中
町
パ
ー
キ
ン
グ
、
中
町
第

２
パ
ー
キ
ン
グ
日
和
、
市
営
地
下
駐
車

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
で
駐

車
券
を
渡
し
ま
す
。

◆
会
場
付
近
の
道
路
は
非
常
に
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

来
場
し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅

　

今
回
は
単
身
用
住
宅
の
募
集
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

成
人
式
は
人
生
の
新
た
な
一
歩
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

成
人
式
は
１
月
10
日
㈰

2期工事部分
東側駐車場

希望ホール

希望ホール
立体駐車場

若葉旅館

新庁舎

希望ホール
立体駐車場

　　  ：新成人
乗降場所

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６
‐
５
７
４
７

市
営
住
宅・公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

所
在
地

募
集

戸
数

畳
数
・
階
数
等

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1

８
・
６
・
６
・

Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
階
Ⓟ

松
山
サ
ン
ハ

ウ
ス

字
山
田

1

８
・
８
・
６
・
６
・

Ｄ
Ｋ　

1
階
Ⓟ

※
高･

介･

障
：
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
要
介
護
認
定
者
、
障
が
い
者(

身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
、
療
育
手

帳
Ａ)

が
い
る
世
帯
（
単
身
不
可
）

Ｋ
＝
台
所　

Ｄ
＝
食
事
室　

Ｌ
＝
居
間　

Ⓟ
＝
駐
車
場
１
台
有
り

募
集
住
宅

所
在
地

募
集

戸
数

畳
数
・
階
数
等

住
吉
住
宅

光
ケ
丘

一
丁
目

1

4.5
・
4.5
・
３
・
Ｋ 

１
階

新
橋
二
丁
目
住
宅

新
橋

二
丁
目

1

６
・
4.5
・
３
・
Ｋ 

４
階
Ⓟ

千
日
住
宅

住
吉
町

1

６
・
３
・
Ｄ
Ｋ 

１
階

新
橋
五
丁
目
住
宅

新
橋
五
丁
目

1

６
・
３
・
Ｄ
Ｋ 

１
階

第
一
川
南
ア
パ
ー
ト
若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
６
・
３
・
Ｋ 

４
階
Ⓟ

第
二
川
南
ア
パ
ー
ト
若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
4.5
・
4.5
・
Ｋ 

４
階
Ⓟ

第
三
川
南
ア
パ
ー
ト
若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ 

４
階
Ⓟ

第
四
川
南
ア
パ
ー
ト
若
宮
町

一
丁
目

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ 

１
階
Ⓟ

光
ケ
丘

第
一
ア
パ
ー
ト

光
ケ
丘

二
丁
目

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ 

２
階
Ⓟ

旭
新
町

第
一
ア
パ
ー
ト

旭
新
町

1

６
・
６
・
６
・
Ｄ
Ｋ

３
階
Ⓟ

旭
新
町

第
二
ア
パ
ー
ト

旭
新
町

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ

３
階
Ⓟ

旭
新
町

第
五
ア
パ
ー
ト
※

旭
新
町

1

10
・
６
・
Ｄ
Ｋ

１
階
Ⓟ

静
ケ
台

第
三
ア
パ
ー
ト

光
ケ
丘

一
丁
目

1

８
・
６
・
Ｄ
Ｋ 

３
階
Ⓟ

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1

６
・
８
・
６
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
階
Ⓟ

小
泉
団
地

小
泉
字
道
南

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｋ 

1
階
Ⓟ

城
西
団
地

字
山
田

1

８
・
7.5
・
６
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ

1
階
Ⓟ

片
町
住
宅

字
片
町

1

８
・
６
・
Ｄ
Ｋ 

1
階

飛
鳥
第
一
団
地

飛
鳥
字

契
約
場

1

８
・
６
・
６
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ

1
階
Ⓟ

砂
越
粕
町
団
地

砂
越
字
粕
町

1

６
・
６
・
4.5
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ

1
階
Ⓟ
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市政ピックアップ

●お問い合わせ／市総務課総務係 ☎26‐5700
市外にお住まいの方にふるさと納税をお知らせください

条例（案）や計画（案）への意見募集（パブリックコメント）

　ふるさと納税は、納税者が自分の意思により、税金
の一部を生まれ育ったまちや進学、転勤などでゆか
りのあるまちなどに寄付することができる制度です。
個人納税者がふるさと納税した金額を確定申告する
と、金額に応じて住所地の個人住民税や所得税が軽
減されます。
　酒田を離れて暮らす家族や親戚、友人、知人に紹介
していただき、ふるさと酒田への応援をお願いします。

ふるさと酒田便をお送りします

　酒田市外にお住まいで、１万円以上のふるさと納
税をされた方に本市の特産品をお送りします。ふる
さと酒田便は、酒田市の特産品であるお米、日本酒、

　酒田市歯と口腔の健康づくり推進条例（案）、酒田市過疎地域自立促進計画（案）、第２次酒田市子ども読
書活動推進計画（案）への意見募集（パブリックコメント）を次の通り実施します。
意見募集期間／1月4日㈪～25日㈪

▲

意見を提出できる方／本市に住所を有する方、本市に事務所や事業所を
有する方、本市の事務所や事業所に勤務する方、本市の学校に在学する方、本市に納税義務のある方、意見
募集に係る事案に利害関係を有する方

▲

意見の提出方法／直接持参するか、郵便、ファクシミリ、Ｅメール
で提出

◆詳しくは公表資料をご覧ください。公表資料は市ホームページにも掲載します。
◆寄せられた意見は市の考えと共に後日公表します。
◆個々の意見に対する直接回答は行いません。

漬物、果物、菓子類、工芸品などを用意しています。
　また日本海総合病院で、P

ペット

ET／CT検査や人間ドッ
クが受診できるコース（20万円以上）もあります。
申し込み／1月5日㈫正午～ふるさと納税ポータル
サイト「ふるさとチョイス」から直接申し込むか、市
ホームページから寄付申込書をダウンロードまたは
印刷し、Ｅメール、郵送またはファクシミリで市総務
課総務係へ 626‐3688
納入方法／郵便局で払い込み・金融機関から振り込
み・クレジットカード払い 
◆詳しくは市総務課総務係へ問い合
わせるか、市ホームページをご覧く
ださい。

名　　称
 酒田市歯と口腔の健康づくり
推進条例（案）

 酒田市過疎地域自立促進計画
（案）

 第２次酒田市子ども読書活動
推進計画（案）

公表資料の
備え付け場所

市民健康センター、市役所2階
行政情報閲覧コーナー、各総
合支所地域振興課

市役所4階政策推進課、市役所
2階行政情報閲覧コーナー、各
総合支所地域振興課

中央図書館、ひらた図書セン
ター、八幡分館、松山分館、市役
所2階行政情報閲覧コーナー、
教育委員会管理課、各総合支
所地域振興課

意見の提出先

〒998‐0036、酒田市船場町2丁目
1‐30、酒田市健康課へ 624‐5778
Eメール kenko@city.sakata.
lg.jp

〒998‐8540（住所不要）、酒田
市政策推進課へ 626‐3688
Eメール seisaku@city.sakata.
lg.jp

〒998‐0034、酒田市中央西町2‐
59、中央図書館へ 624‐2980
Eメール info-lib@city.sakata.
lg.jp

お問い合わせ 市健康課健康係 ☎24‐5733 市政策推進課政策推進係 ☎26‐5704 中央図書館 ☎24‐2996

▲市ホームページ
　QRコード
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市政ピックアップ

●お問い合わせ／市民課住民係 ☎26‐5723
1月4日から市民課窓口の受付方法が変わります

個人番号（マイナンバー）の利用が始まります
●1月から市の一部の事務で申請書などにマイナンバーを記入する必要があります
　マイナンバーが必要な手続きでは、マイナンバーが記載された書類（通知カードなど）による「番号確認」と手続き
を行う方の「本人確認」が法律で義務付けられています。詳しくは手続きを行う担当課まで問い合わせてください。
●マイナンバーの記入が必要となる主な事務

市民課前にある受付番号発券機から受付番号カードを取ります

受付番号と手続きする窓口の番号がモニター画面に表示されたら、表示された窓口へ

受付番号がモニター画面に表示され交
付窓口で呼ばれたら、交付窓口へ

用件の申請書を記入して、ロビーで待ちます

【戸籍の届け出、住所変更、パスポートなど】
届け出や申請書の内容を確認しながら手続
きを進めます。お渡しする書類や証明を確認。
受け取るなどして手続きが終わります

【証明書発行、各種登録など】
申請書を提出したら、証明などができる
まで再度ロビーで待ちます

受付番号
発 券 機

モニター画面

021

021

◆マイナンバーは、法律・条例で定められた事務のみで利用されます。上記の事務以外でもマイナンバーが必要
になる場合があります。
◆法改正などにより変更になる場合があります。

事務名称 お問い合わせ
転入・転居などの異動
戸籍届出の氏などの変更
◆記載事項の変更が必要ですので、通知カードまたは個人番号カードを持
参してください。

市民課住民係 ☎26‐5723
市民課戸籍係 ☎26‐5724

地方税関係事務（減免申請など） 市税務課税制係 ☎26‐5711
生活保護関係事務 市福祉課福祉援護係 ☎26‐5730
身体障害者手帳交付事務

市福祉課障がい福祉係 ☎26‐5733
精神障害者保健福祉手帳交付事務
児童手当支給事務、児童扶養手当支給事務、子育て支援医療関係事務 市子育て支援課家庭支援係 ☎26‐5734
保育所・認定こども園入所関係事務 市子育て支援課こども支援係 ☎26‐5735
母子保健事業 市健康課保健予防係 ☎24‐5733
介護保険関係事務 市介護保険課介護認定係 ☎26‐5732
後期高齢者医療関係事務 市介護保険課高齢者医療係 ☎26‐5729
国民健康保険関係事務 市国保年金課国保係 ☎26‐5727

　1階市民課前のフロアに受付番号発券機を設置します。下記の手順により手続きしてください。なお国民健康
保険加入・脱退の手続きは、国保年金課窓口で受け付けします。
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凡　例
最大浸水深
　　0.01m以上0.3m未満
　　0.3m以上1.0m未満
　　1m以上2m未満
　　2m以上5m未満
　　5m以上10m未満
　　10m以上

酒田市役所

出羽大橋

●お問い合わせ／市危機管理課危機管理係 ☎26‐5701
新しい津波浸水域（素案）が示されました
　平成27年12月8日、山形県津波浸水想定・被害想定検討委員会で、新たに津波浸水想定（素案）が示されました。
3月には、津波浸水想定と到達時間、被害想定の結果が公表される予定です。本市では公表後、下記の通り津波浸
水域予測図や新たな津波ハザードマップを全世帯に配布するなどし、津波に備えます。

●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31‐0933災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。
1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル 空間放射線量率　 単位：マイクロシーベルト／時間

※1 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

12／9
地下水上流 不検出 不検出 不検出

（セシウム134濃度÷60）＋
（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

測定地点（高さ1㍍） 11／25 12／8 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.19以下

測定地点（高さ1㍍） 11／24 11／30 12／8 12／14 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.05 0.04～0.06 0.04～0.05 0.04～0.05
0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果

●本市の津波対策

平成28年3月
全国瞬時警報システム（J

ジェイ

-A
ア ラ ー ト

RART）の緊急防災情報をハーバーラジオの放送を通じて即時に市民に伝えるシステムを整備

平成27年12月～
基礎調査に入り、避難方法や津波避難施設の配置、避難ルートの改善策などによる防災減災構想を平成28年度中に完成

平成28年3月
県が公表した津波浸水域予測図を全世
帯配布

平成28年6月頃～
地域ワークショップや説明会などを実施

平成28年度中
新しい津波ハザードマップを
作成し、全世帯に配布

前回想定

¡�本想定においては、予想される震源地および地震の規模（マグニチュード）が変更になったた
め、津波浸水想定エリアが変わりました。

¡海岸などの地形により、場所によっては前回想定より波の高さが高くなりました。

今回の
ポイント

平成24年公表津波浸水予測図※1

最大浸水深分布図の比較（酒田市中心部）

凡　例
最大浸水深
　　0.01m以上0.3m未満
　　0.3m以上1.0m未満
　　1m以上2m未満
　　2m以上5m未満
　　5m以上10m未満
　　10m以上

酒田市役所

出羽大橋

今回想定

津波浸水想定（素案）※2

※1 ※2

第4回山形県津波
浸水想定・被害想
定検討委員会資料
抜粋。

※1 佐渡島北方沖
（震源域）、最大マ
グニチュード8.5
を想定

※2 山形県沖断層
（震源域）、最大マ
グニチュード7.8
を想定

※2 津波浸水想定
（素案）は変更にな
る場合があります。

市で作成した案 市民の意見
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●お問い合わせ／市国保年金課国民年金係 ☎26‐5728、各総合支所地域振興課、鶴岡年金事務所 ☎0235‐23-5040
20歳がスタート 知っておきたい国民年金

20歳になったら国民年金加入の手続きをお忘れなく

　日本に住む20歳以上60歳未満の全ての方は、国民
年金への加入が義務付けられています。加入者を被
保険者と呼び、次の3つの区分に分かれます。

　20歳になったときに、上図の第1号被保険者に該当
する方には国民年金資格取得届書が届きますので、
必要事項を記入し、同封の封筒で日本年金機構へ返
送してください。手続き終了後、年金手帳が郵送され
ます。年金手帳は、国民年金保険
料（以下「保険料」）の納付確認や、
将来年金を受給する際に必要で
すので、大切に保管してくださ
い。
　就職、退職、結婚などで国民年
金の加入区分が変わった場合、
その都度届け出が必要です。

国民年金の給付は3種類

　国民年金には、3つの基礎年金給付があります。
老齢基礎年金／原則として65歳から受給できます。
ただし60歳からの減額繰り上げ受給や70歳までの増
額繰り下げ受給の制度があります
障害基礎年金／国民年金加入中のけがや病気で障害
等級1級・2級の障がいが残ったときに受給できます
（身体障害者手帳の等級とは異なります）
遺族基礎年金／国民年金加入者が亡くなったとき、
その人に生計を維持されていた子のいる配偶者、ま
たは子が受給できます（子の年齢が18歳に達する年
度末まで）

保険料と納め方

　国民年金資格取得届書を返送すると、保険料の納
付書が届きます。20歳から60歳までの40年間保険料
を納めることで、満額の年金を受給できます。
　第1号被保険者の平成27年度保険料は、月額15,590
円です。
納付書（現金）／各金融機関またはコンビニエンスス
トアの窓口で納付
口座振替／各金融機関または鶴岡年金事務所で手続き
クレジットカード納付／鶴岡年金事務所で手続き
（郵送も可）
●便利でお得な割引制度
　保険料を2年分、1年分または半年分をまとめて納
めると、割引になる前納制度があります。また口座振
替では、翌月末引き落としを当月末引き落としにす
ることで割引になる早割制度もあります。

保険料の納付が困難なときには

　保険料を未納のままにしておくと、老齢基礎年金
だけでなく、障害基礎年金や遺族基礎年金も受給で
きない場合があります。
　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、
納付を免除または猶予される制度があります。また
学生の方には学生納付特例制度があります。
◆申請には受付期限がありますので、早めに相談し
てください。

年金を受給するためには

　老齢基礎年金を受給するためには、保険料を納め
た期間（第2号・第3号被保険者期間を含む）と免除期
間などを合わせて25年以上必要です。
◆保険料の未納期間があると、厚生年金加入中のけ
がなどで障害厚生年金を申請しても受給できない
場合があります。離職や扶養を外れたなどの短い期
間でも、国民年金の加入手続きをきちんとして保険
料の未納や免除手続き漏れのないように気を付けま
しょう。

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

自営業、学生、
無職の方など 会社員、公務員など 会社員などに

扶養される配偶者

厚生年金など
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これで私も大人の仲間入り？

第 59 回 酒 田 市 民 芸 術 祭
酒田市民短歌大会・酒田市民俳句大会 秀作作品
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以
子

夜
寒
し
傷
み
し
本
の
指
の
痕 

し
た
ら
き
ょ
う
こ

老
い
の
掌
に
匂
ひ
を
貰
ふ
葡
萄
房 

佐
藤
　
喜
久

跡
絶
え
た
る
奥
の
細
道
乱
れ
萩 

工
藤
千
江
子

白
萩
を
見
事
と
言
ひ
て
僧
来
た
る 

小
松
　
恵
子

無
住
寺
や
山
門
左
右
古
き
萩 

堀
　
　
健
悦

ほ
お
き
目
に
萩
の
こ
ぼ
れ
て
寺
し
づ
か

 

相
馬
　
タ
カ

休
憩
は
紅
萩
揺
る
る
と
こ
ろ
に
て 

青
葉
　
信
子

松
山
能
果
つ
て
喝
采
こ
ぼ
れ
萩 

黒
坂
サ
ダ
子

山
萩
の
愛
で
る
者
無
く
咲
き
こ
ぼ
れ

 

須
階
　
米
子

俳　　句

短　　歌
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酒田市からの

お知らせ 情報

10

公
売
財
産
／
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
▼
公
売

参
加
申
込
期
間
／
１
月
７
日
㈭
午
後
１

時
〜
22
日
㈮
午
後
11
時
▼
入
札
期
間
／

１
月
29
日
㈮
午
後
１
時
〜
31
日
㈰
午
後

11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６
‐
６

２
７
５

平
成
29
年
１
月
７
日
〜
９
日
の

出
羽
遊
心
館
の
使
用
申
請

　

例
年
利
用
希
望
が
集
中
す
る
た
め
、

抽
選
で
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
日
／
平
成
29
年
１
月
７
日
㈯
、
８

日
㈰
、
９
日
㈷
▼
申
し
込
み
／
１
月
５

日
㈫
〜
11
日
㈷
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
に
出
羽
遊
心
館
へ 

◆
抽
選
は
、
１
月
14
日
㈭
午
後
２
時
〜

出
羽
遊
心
館
で
行
い
ま
す
（
重
複
す
る

場
合
は
立
ち
会
い
が
必
要
）。

問
出
羽
遊
心
館 

☎
３
１
‐
３
７
３
７
、

市
社
会
教
育
課
管
理
係 

☎
２
４
‐
２
９

９
２図

書
館
の
休
館

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
停
止
す
る
た
め
、

次
の
通
り
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
は
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
利
用
で
き
ま

お
知
ら
せ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付
期
限
を

延
長
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
期
限
を
３
月
11
日
㈮
ま
で
延

長
し
ま
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
未
申
請
の
方

に
は
、
昨
年
12
月
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
場
所
／
市
役
所
２
階
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

問
市
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
受
付
番

号 

☎
２
６
‐
６
２
７
８

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

　

１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
事
業
用
資

産
（
償
却
資
産
）
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
整
理
・
計
算
な
ど
の
事
務
処
理
を

迅
速
に
行
う
た
め
、
１
月
22
日
㈮
ま
で

に
市
役
所
２
階
税
務
課
償
却
資
産
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課
償
却
資
産
係 

☎
２
６
‐
５

７
１
７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
ヤ
フ
ー
・

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
競

り
売
り
で
す
。

せ
ん
。

問
中
央
図
書
館 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

募
　
集

子
育
て
支
援
に
関
す
る
職
員

募
集
職
種
／
①
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

②
市
児

童
セ
ン
タ
ー
児
童
厚
生
員 

③
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
相
談
員
▼
対

象
／
次
の
免
許
・
資
格
、
経
験
を
有

す
る
方 

①
③
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

小
学
校
教
諭
の
い
ず
れ
か 

②
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
小
・
中
学
校
教
諭
、
特

別
支
援
学
校
教
員
、
養
護
教
諭
の
い
ず

れ
か
、
ま
た
は
２
年
以
上
の
児
童
福
祉

事
業
の
実
務
経
験
▼
募
集
人
員
／
各
若

干
名
▼
業
務
内
容
／
①
会
員
講
習
会

の
実
施
、
会
員
相
互
援
助
の
調
整
な

ど 

②
児
童
の
遊
び
の
指
導
、
行
事
の

運
営
、
子
育
て
相
談
・
助
言
な
ど 

③

子
育
て
相
談
・
助
言
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
の
育
成
お
よ
び
支
援
な
ど
▼
勤
務
時

間
／
①
②
月
曜
〜
日
曜
日
の
一
週
間
あ

た
り
30
時
間 
③
月
曜
〜
土
曜
日
の
一

週
間
あ
た
り
30
時
間
（
ど
ち
ら
も
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）
▼
勤
務
場
所
／
①

図
書
館
名

休
館
日

中
央
図
書
館
・
児
童
図
書

室
・
八
幡
分
館
・
ひ
ら
た
図

書
セ
ン
タ
ー
・
松
山
分
館

１
月
14
日
㈭
、

15
日
㈮

酒田市雇用創造協議会 セミナー受講生募集
●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会事務局 ☎43‐8755（平日8：30～17：00、12月29日㈫～1月3日㈰は休業）

セミナー名 開催日 時間 内　容 申込締切
困っている誰かのお役に立てる
ＢＰＯ産業トライアルセミナー

1／18㈪
～20㈬

9：00～
15：00

¡庄内地方初の「ＢＰＯ産業」を紹介するとともに、最終日は会社見学も実施
¡発音、言葉遣い、会話と傾聴、パソコン操作など基本スキルの習得 1／14㈭

マンツーマンでアドバイス!!
面接＆履歴書・職務経歴書作成セミナー

1／21㈭、
22㈮

¡初対面で好印象を与えるポイントや自己ＰＲ方法を学び、模擬面接で実践
¡就職活動に必要な応募書類をパソコン演習で作成 1／19㈫

初心者OK! 自己流解消!
ビジネスマナー＆パソコン基礎セミナー

1／28㈭、
29㈮

¡業種を問わず通用するビジネスマナーを習得
¡パソコンスキルを基礎から身に付ける 1／26㈫

場所・駐車場／申込時に必ず確認してください ▼対象／市内企業に就職や転職を希望する方、または本市で起業を検討している方（在職中の方も可）
で、各セミナーを全日程受講可能な方 ▼定員／各セミナー10人～20人（最少開催人数4人） ▼申し込み／同協議会事務局へ ☎43‐8755 622‐7522 Eメー
ルsakata-koyou@bz04.plala.or.jp
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２
６
‐
５
８
９
６

平
成
28
年
度
み
ど
り
環
境
公
募
事
業

　

や
ま
が
た
緑
環
境
税
で
支
援
す
る
森

づ
く
り
活
動
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容
／
平
成
28
年
度
中
に
実
施
す

る
森
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組
み
▼
募

集
期
間
／
１
月
４
日
㈪
〜
２
月
８
日
㈪

◆
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
庄
内
総

合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ
く
り
推
進
室

☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐
５
５
２
４ 

6
０

２
３
５
‐
６
６
‐
２
９
６
８
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

酒
田
市
グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
主
催
事
業

「
冬
採
り
い
ち
ご
で
大
福
作
り
体
験
」

参
加
者

日
時
／
１
月
23
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後

２
時
（
予
定
）
▼
集
合
場
所
／
十
坂
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な

た
で
も
▼
定
員
／
先
着
15
人
▼
内
容
／

い
ち
ご
収
穫
、い
ち
ご
大
福
作
り
、作
っ

た
大
福
は
お
土
産
に
▼
費
用
／
１
千
５

０
０
円（
材
料
費
、
昼
食
費
）▼
申
し
込

み
／
１
月
７
日
㈭
午
前
９
時
〜
市
農
政

課
総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６
‐
５
７
９
２

「
パ
パ
と
一
緒
！
」講
座

―
し
か
け
絵
本
を
つ
く
ろ
う
―
受
講
生

日
時
／
１
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
本
市
お
よ
び
三
川
町
、
庄
内
町
、

②
交
流
ひ
ろ
ば 

③
酒
田
・
八
幡
・
松

山
・
平
田
の
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
採
用
月
日
／
４
月
１
日
▼
報
酬
／
市

の
基
準
に
よ
る
（
交
通
費
な
し
）
▼
選

考
方
法
／
書
類
審
査
、
面
接
▼
申
し
込

み
／
１
月
22
日
㈮
ま
で
履
歴
書
（
写
真

添
付
）、
資
格
の
分
か
る
も
の
に
応
募

の
動
機
（
８
０
０
字
程
度
）を
添
え
て
、

〒
９
９
８
‐
０
０
４
４ 
酒
田
市
中
町
三

丁
目
４
‐
５ 

交
流
ひ
ろ
ば
内
、
市
子
育

て
支
援
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 
☎

２
６
‐
５
８
９
６

升
田
児
童
館
指
導
員（
日
々
雇
用
職
員
）

対
象
／
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
有
す
る
方
▼
募
集
人
員
／
１

人
▼
業
務
内
容
／
児
童
の
指
導
、
地
域

組
織
活
動
の
育
成
助
長
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
な
ど
▼
勤
務
時
間
／
月
曜
〜

土
曜
日
の
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

▼
採
用
月
日
／
４
月
１
日
（
早
ま
る
場

合
あ
り
）
▼
賃
金
／
市
の
基
準
に
よ
る

▼
選
考
方
法
／
書
類
審
査
、
面
接
▼
申

し
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
、

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
資
格
の
分
か

る
も
の
に
応
募
の
動
機
（
８
０
０
字
程

度
）
を
添
え
て
、
〒
９
９
８
‐
０
０
４

４ 

酒
田
市
中
町
三
丁
目
４
‐
５ 

交
流
ひ

ろ
ば
内
、
市
子
育
て
支
援
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

遊
佐
町
在
住
の
３
歳
以
上
の
就
学
前
児

童
１
人
と
父
親
▼
内
容
／
し
か
け
絵
本

づ
く
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
▼
定
員

／
先
着
15
組
▼
講
師
／
大
瀧
雅
士
氏
▼

費
用
／
２
０
０
円
（
保
険
料
）
▼
申
し

込
み
／
１
月
８
日
㈮
午
前
10
時
〜
費
用

を
添
え
て
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室

へ
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

「
絵
本
を
楽
し
も
う
」

赤
ち
ゃ
ん
の
読
み
き
か
せ
教
室
受
講
者

日
時
／
１
月
12
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対

象
／
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
／
先
着
10
組
▼
内
容
／
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
を
楽
し
み
な
が

ら
、
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
な
ど
を
学
び

ま
す
▼
講
師
／
一
般
社
団
法
人
子
ど
も

の
読
書
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ー
ド
代
表
理
事
、

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

加
藤

美
穂
子
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
中
央
図
書
館
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

上
級
救
命
講
習
会
参
加
者

日
時
／
２
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
（
８
時
30
分
〜
受
け
付
け
）

▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
30
人
程

度
▼
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
窒
息
時
の
対
応
な
ど
（
応

急
手
当
全
般
）、
自
動
体
外
式
除
細
動

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
い
方（
講
習
終
了
後
、

上
級
救
命
講
習
修
了
証
を
交
付
）
▼
講

師
／
救
急
救
命
士
▼
持
ち
物
／
筆
記
用

具
、
動
き
や
す
い
服
装
▼
費
用
／
７
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
教
材
費
）
▼
申

し
込
み
／
２
月
９
日
㈫
ま
で
申
込
書
を

酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
署
ま
た

は
最
寄
り
の
消
防
署
へ

◆
申
込
書
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
る

ほ
か
、
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防

署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
署 

☎
２
３
‐
３
１
３
１

雪
ん
子
目
ん
玉
ま
つ
り
参
加
者

日
時
／
１
月
24
日
㈰
午
前
９
時
〜
▼
場

所
／
平
田
ス
キ
ー
場
▼
対
象
／
ど
な
た

で
も
▼
内
容
／
ス
キ
ー
大
会
（
小
学
生

以
上
）、
チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
体
験

な
ど
雪
遊
び
▼
費
用
／
１
０
０
円
（
保

険
料
。
就
学
前
児
童
無
料
）
▼
申
し
込

み
／
ス
キ
ー
大
会
は
１
月
19
日
㈫
ま
で

平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
平
田
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）
へ 

☎
５
２
‐

３
２
８
４
、
そ
の
他
は
当
日
会
場
へ

◆
積
雪
状
態
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
２
月
８
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時
、

９
日
㈫
午
前
９
時
〜
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
講
習
会
開

催
日
の
前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５

２
‐
３
９
１
１

催
　
し

松
山
文
化
伝
承
館

第
14
回
ほ
っ
と
ホ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

大
正
時
代
の
ピ
ア
ノ
と
美
し
い
歌
声

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
／
１
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
▼
場
所
／
松
山
文
化
伝
承
館
▼

曲
目
／
ウ
ィ
ー
ン 

わ
が
夢
の
町
、
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
な
ど
▼
出
演
／
関
矢
順
、

関
矢
基
博
、光
國
寺
菊
栄
、里
仁
館
コ
ー

ラ
ス
▼
費
用
／
無
料
（
入
館
料
別
途
）

問
同
館 

☎
６
２
‐
２
６
３
２

黒
川
能
作
品
と
楽
し
む

新
春「
能
楽
」の
世
界

日
時
／
１
月
17
日
㈰
午
後
２
時
〜
▼
場

所
／
酒
田
市
美
術
館
▼
定
員
／
先
着
40

冬
の
十
二
滝
と
温
泉
ツ
ア
ー
参
加
者

日
時
／
１
月
31
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

２
時
▼
集
合
場
所
／
ひ
ら
た
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
／
先
着

40
人
▼
内
容
／
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い

て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
小
林
温
泉
で
の
昼

食
と
入
浴
▼
持
ち
物
／
防
寒
着
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
ま
た
は
か
ん
じ
き
（
貸
し

出
し
可
）、
ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
（
貸
し

出
し
可
）
▼
費
用
／
中
学
生
以
上
２
千

円
、
小
学
生
１
千
５
０
０
円
（
昼
食
代
、

入
浴
料
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／
１

月
６
日
㈬
〜
15
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
に
、
平
田
総
合
支
所

建
設
産
業
課
内
、
平
田
地
域
観
光
物
産

事
業
実
行
委
員
会
へ 

☎
５
２
‐
３
９
１

５
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

旧
阿
部
家
の
小
正
月
行
事
参
加
者

日
時
／
２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
場
所
／
旧
阿
部
家
（
山
元
）
▼

対
象
／
市
内
の
小
学
生
と
保
護
者
▼
定

員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／
梨
団
子
作
り
、

雪
中
田
植
え
、
塞
道
焼
き
な
ど
、
地
域

の
伝
統
的
な
行
事
や
昔
の
遊
び
を
体
験

▼
費
用
／
５
０
０
円
（
昼
食
代
）
▼
申

し
込
み
／
１
月
12
日
㈫
〜
27
日
㈬
に
平

田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ 

☎
５
２
‐

３
９
１
０

人
▼
内
容
／
能
の
解
説
と
実
演（
謡
と

舞
）▼
演
者
／
観
世
流
シ
テ
方 

西
村
高
夫

氏
ほ
か
▼
費
用
／
無
料（
入
館
料
別
途
）

◆
整
理
券
は
当
日
午
前
９
時
よ
り
受
付

で
発
行
し
ま
す
。

問
酒
田
市
美
術
館 

☎
３
１
‐
０
０
９
５

展
　
示

　

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て
は
、
各

施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１‐０
０
９
５

１
／
12
、
18
、
25
は
休
館

◆
早
川
俊
二
の
世
界
﹇
１
月
５
日
㈫
〜

26
日
㈫
﹈

●
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
酒
田
市
美
術
館
ポ
ス
タ
ー
展
―
開
館

か
ら
来
館
者
１
０
０
万
人
ま
で
の
歩
み

―
（
入
館
料
無
料
）﹇
１
月
５
日
㈫
〜

26
日
㈫
﹈

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
日
時
／
１
月

11
日
㈷
午
後
２
時
〜

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１‐０
０
２
８

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
古
寺
巡
礼
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム 

◆
勅
使

河
原
蒼
風
の
花
﹇
１
月
５
日
㈫
〜
４
月

10
日
㈰
﹈

◆
箱
根
の
森 

彫
刻
と
詩
﹇
１
月
５
日

㈫
〜
３
月
５
日
㈯
﹈

◆
１
月
５
日
㈫
〜
先
着
１
０
０
人
に
、

土
門
拳
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

セ
ッ
ト
（
３
枚
組
干え

支と

帯
付
き
）
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２‐３
９
１
１

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
し
ゅ
ん
こ
う
門
崎

サ
ー
ク
ル
亀
ケ
崎
教
室
作
品
展
﹇
２
月

28
日
㈰
ま
で
﹈

酒
田
市
立
資
料
館

☎
２
４‐６
５
４
４

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
絵
は
が
き
に
写
る
近
代
の
酒
田
﹇
２

月
７
日
㈰
ま
で
﹈

◆
酒
田
出
身
の
人
物
（
第
五
期
）﹇
１

月
５
日
㈫
〜
﹈

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

☎
２
２‐０
５
５
１

月
曜
日
・
祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
江
戸
期
庄
内
・
酒
田

の
医
学
に
つ
い
て
」﹇
２
月
28
日
㈰
ま
で
﹈

◆
日
和
山
公
園
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

松
山
文
化
伝
承
館

☎
６
２‐２
６
３
２

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
ま
つ
や
ま
に
残
る
書
簡
展
﹇
２
月
14

日
㈰
ま
で
﹈

【
常
設
】
松
山
の
歴
史
と
文
化
、
郷
土

の
偉
人
コ
ー
ナ
ー

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２‐３
５
６
２

１
月
22
日
㈮
ま
で
休
館

◆
鍵
と
版
木﹇
１
月
23
日
㈯
〜
２
月
下
旬
﹈

本
間
美
術
館

☎
２
４‐４
３
１
１

火
曜
・
水
曜
日
休
館

●
美
術
展
覧
会
場

◆
お
め
で
た
い 

吉
祥
の
世
界
﹇
１
月

９
日
㈯
〜
２
月
22
日
㈪
﹈
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【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

酒
田
あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

☎
０
９
０‐２
８
４
６‐
６
８
４
６

金
曜
〜
日
曜
日
、

祝
日
開
館
（
希
望
日
予
約
可
）

◆
晴
れ
の
美 

古
小
袖
・
振
袖
と
祝
い
の

飾
り
﹇
１
月
８
日
㈮
〜
31
日
㈰
﹈

相
　
談

や
さ
し
い
心
の
窓
を
開
く
相
談
会

（
保
護
者
会
）

日
時
／
１
月
21
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
▼
場
所
／
浜
田
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
不
登

校
・
不
登
校
傾
向
の
小
中
学
生
の
家
族

▼
内
容
／
参
加
者
全
員
で
の
話
し
合
い

▼
相
談
担
当
／
東
北
公
益
文
科
大
学
教

授 

國
眼
眞
理
子
氏
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
教
育
相
談
専
門
員
、
教
育

委
員
会
指
導
主
事
▼
申
し
込
み
／
在
籍

す
る
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課
指
導

係
へ 

☎
２
６
‐
５
７
７
５

◆
個
別
相
談
は
教
育
相
談
室 

☎
２
４
‐

３
６
５
０
で
対
応
。

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
１
月
22
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）
▼
場

所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／
海
野

寛
康
弁
護
士
（
示
談
、あ
っ
せ
ん
も
可
）

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３
‐
６
３

５
‐
３
６
４
８

無
料
法
律
相
談

日
時
／
１
月
26
日
㈫
午
後
５
時
〜
８
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）
▼

相
談
員
／
加
藤
栄
弁
護
士
▼
申
し
込
み

／
１
月
８
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐
５
７

２
６無

料
法
律
相
談

日
時
／
１
月
29
日
㈮
午
後
２
時
〜
４

時
（
１
人
30
分
程
度
）
▼
場
所
／
交
流

ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
在
住
か
勤
務
先

の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
内
容

／
離
婚
問
題
、
養
育
費
・
慰
謝
料
問
題

な
ど
（
申
込
時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、

氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
）
▼
相
談
員
／
尾
形
稔
弁

護
士
▼
申
し
込
み
／
１
月
６
日
㈬
〜
８

日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
電
話
で
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援

係
へ 

☎
２
６
‐
５
７
３
４

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】
日
時
／
１
月

24
日
㈰
午
前
11
時
〜

●
清
遠
閣
会
場

◆
後
期
収
蔵
品
展 

中
国
陶
磁
を
中
心

に
﹇
１
月
９
日
㈯
〜
２
月
22
日
㈪
﹈

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３‐１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
吉
野
さ
ん
と
酒
田
と
―
吉
野
弘
さ
ん

三
回
忌
に
よ
せ
て
―﹇
１
月
17
日
㈰
ま
で
﹈

【
朗
読
会
】
日
時
／
期
間
中
の
午
後
２

時
〜
３
時
▼
費
用
／
無
料

◆
平
成
27
年
度
酒
田
西
高
等
学
校
「
芸

術
コ
ー
ス
〈
美
術
・
書
道
選
択
生
〉
第

７
回
修
了
作
品
展
」﹇
１
月
23
日
㈯
〜

30
日
㈯
﹈

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２‐０
１
４
６

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

旧
鐙
屋

☎
２
２‐５
０
０
１

◆
塞
道
の
幕
見
﹇
１
月
17
日
㈰
ま
で
﹈

◆
黒
森
歌
舞
伎
展
﹇
１
月
20
日
㈬
〜
２

月
14
日
㈰
﹈

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

☎
２
１‐２
３
１
０

水
曜
日
休
館

【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

☎
２
２‐１
２
２
３

◆
酒
田
の
押
絵
羽
子
板
展
﹇
２
月
３
日

㈬
ま
で
﹈

娘に伝えたいおせち料理と
季節のごちそう 車夫 子どもばやしのお正月

本田明子／著 講談社 いとうみく／作 小峰書店 さげさかのりこ／作 福音館書店

初めてでも基本からやさ
しく作れる！ 5品で完成
の2人分のおせちや、3段
重25品の家族のおせちの
作り方を詳しく解説。お
雑煮とお餅のバリエー
ションや、冬から春まで
の家族行事のごちそうを
紹介します。

スカイツリーを仰ぎ見る
浅草を舞台に、車夫(人
力車のひき手)の世界に
飛び込んだ少年と、周囲
の人たちとのあたたかな
ふれあいを描く連作短編
集。

祭り囃
ばや

子
し

が生まれたのは
江戸時代。その時代の
音と踊りは今も、子ども
たちに受け継がれている。
元日に神様に奉納される
「子どもばやし」の様子
を、「ピーヒャラ」「ドン
ドコ」といったお囃子の
音とともに描く。

一般図書 児童絵本中高生向け

問中央図書館  ☎24‐2996図書館 ◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。
　ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/新 刊 紹 介
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冬季間の踏切事故を防ぐ4つのポイント
①踏切の手前では必ず一旦停止し、安全を確認
してから渡る
`スリップに備え、手前で充分に減速する
`誤って線路に進入しないよう、確認してから
通行する
②警報機が鳴ったら、踏切内に入らない
③踏切の中に閉じ込められたときは、そのまま
ゆっくり車を前進させる
④踏切内で動けなくなった場合（脱輪など）は、
まず列車を止める
`非常ボタンがある時は、カバーの上から強く
押す
`非常ボタンがない時は、列車に向かって大き
く手を振るなどして危険を知らせる。発煙筒や
赤色の物を使用すると効果的
`列車が停止してから付近の人などの協力を得
て脱出し、最寄りの駅に連絡する
問山形県踏切道事故防止対策委員会 ☎023‐630‐
2196

入浴死は交通事故死の4倍以上
寒い日の入浴は熱いお風呂に要注意！

　庄内地域では3年間で174人の方が入浴中に亡
くなっています。亡くなった方の9割以上は65歳
以上の方で、入浴事故は寒い日の自宅のお風呂
で多く発生しています。
　ますます寒くなるこれからの時期は、安全な
入浴を心掛けましょう。
●入浴事故予防法 8つのポイント
①体調が悪いとき、飲酒後、食べてすぐ、早朝、血
圧降下剤などの服用後は入浴しない
②脱衣所に暖房機を置いたり、浴槽のふたを開
けたりして浴室を暖める工夫をする　
③お湯の温度は41度以下にする
④入浴前後は十分な水分補給をする
⑤入浴前に掛け湯をする
⑥お風呂に入る前は家族に一言掛け、家族も頻
繁に声掛けする
⑦半身浴をする（心臓への負担が少なくなります）
⑧浴槽からはゆっくり上がる
◆入浴事故について詳しく知りたいときは、イ
ンターネットで「4126navi」で検索してください。
問庄内保健所保健企画課 ☎0235‐66‐4736

誉教授 上杉邦憲氏の講演「日本の今後の宇宙開発」

▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問（公社）酒田法人会 ☎26‐4772

中国「ハルビン市青少年文化芸術交流団」と
庄内地域の小中高生の演奏会による国際文化交流

日時／1月16日㈯午後1時～4時（予定） ▼場所／響
ホール（庄内町） ▼対象／どなたでも ▼出演／ハルビ
ン市青少年文化芸術交流団、鶴岡北高校音楽部、余目
O

オ バ コ

BAKO会、キッズ☆わだいこ ▼費用／無料
問山形県観光経済交流局経済交流課国際室 ☎023‐
630‐2129、庄内町役場情報発信課地域振興係 ☎42‐
0162

すてっぷ 遊びのひろば

日時／1月17日㈰午前10時～11時30分 ▼場所／県立
鳥海学園（遊佐町） ▼内容／お正月の遊びを楽しも
う！ ▼対象／発達が気になる幼児～小学生と保護者

▼費用／無料 ▼申し込み／1月13日㈬まで鳥海学園
へ ☎75‐3334 675‐3872

里山資源を活
い

かした地域づくりi
イン

n庄内「里地里山フォーラム」
みんなで考えよう！ 自然の恵みに支えられ、
豊かに暮らせる地方と都市の役割

日時／1月23日㈯午後1時30分～4時（1時開場） ▼内
容／D

ダ ッ シ ュ

ASH海岸海の先生 木村尚氏の講演「つなげよ
う・支えよう森里川海」 ▼費用／500円（資料代）
問認定NPO法人ひらた里山の会、和島 ☎080‐2833‐
1320

新春酒田市民囲碁大会

日時／1月24日㈰午前10時～（9時30分集合） ▼場所／
市武道館 ▼費用／1,500円、高校生以下500円（昼食代
など） ▼申し込み／当日会場へ
問日本棋院酒田支部、堀 ☎23‐2092

くらしの無料相談所
「お金のトラブル・相続・成年後見相談所」

日時／1月9日㈯午前9時30分～正午 ▼場所／交流ひ
ろば ▼内容／借金問題、相続問題、認知症、高齢者な
どの財産管理の問題、成年後見制度の活用など（秘密
は厳守します） ▼相談員／行政書士 ▼費用／無料 ▼

申し込み／当日会場へ
問NPO法人ライフサポート庄内、佐藤 ☎33‐4378
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ひろば情報
さかた

遊びなどの旧正月体験など ▼持ち物／上履き、どん
ぶり、箸、防寒着 ▼費用／1人300円（2歳以下無料） ▼

申し込み／1月7日㈭まで電話で里仁館へ ☎61‐4361

松山スキー場スキー教室参加者募集

場所／松山スキー場 ▼講師／全日本スキー連盟公認
指導員 ▼費用／1回300円（保険料。リフト代別途） ▼

申し込み／1月5日㈫～希望するコース名、住所、氏名、
年齢（学年）、電話番号をNPO法人元気王国へ ☎26‐
0470 628‐8222

K
キ ン ボ ウ

INBOWふゆフェスタ参加者募集

日時／1月23日㈯午前10時～午後3時 ▼場所／金峰少
年自然の家（鶴岡市） ▼対象／どなたでも ▼定員／先
着90人 ▼内容／雪あそび、チューブすべり、かんじき
トレッキングなど ▼費用／1人700円（昼食代、保険料
など） ▼申し込み／1月5日㈫～18日㈪に金峰少年自
然の家へ ☎0235‐24‐2400（電話申し込み後、申込用
紙をファクシミリで送信してもらいます）

すまいる「楽しいパソコン教室」1月生募集

内容／全く初めての方、文書作成とインターネット
など各コース ▼費用／4,000円（資料代、2コマ×5回）

▼申し込み／すまいる、齋藤 ☎070‐6617‐3402

ひらたタウンセンターすまいるの催し

【すまいる名作映画鑑賞会】日時／1月6日㈬午後1時
30分～・「東京物語」、13日㈬午後1時30分～・「駅馬車」、
20日㈬午後1時30分～・「釣りバカ日誌」 ▼場所／ひら
たタウンセンターＯ

オ ズ

Ｚ ▼費用／無料
問すまいる ☎52‐3130

酒田法人会「新春講演会」

日時／1月15日㈮午後5時～ ▼場所／ホテルリッチ＆
ガーデン酒田 ▼対象／どなたでも ▼内容／J

ジャクサ

AXA名

特定（産業別）最低賃金が改正されました

時間額／【電気機械器具等製造業】767円 【一般産業
用機械・装置等製造業】783円 【自動車・同附属品製造
業】782円 【自動車整備業】786円 ▼効力発生日／平成
27年12月25日
問山形労働局賃金室 ☎023‐624‐8224

県立庄内職業能力開発センターオープンキャンパス

日時／1月24日㈰午前9時30分～11時30分、午後1時30
分～3時30分 ▼場所／同センター（京田三丁目） ▼対
象／入校希望者 ▼内容／金属技術科に関する概要説
明、施設見学、3次元C

キ ャ ド

ADによるモデリング実習など

▼費用／無料 ▼申し込み／同センターへ ☎31‐2700

平成28・29年度「国有林モニター」募集

募集人員／48人程度 ▼任期／4月～平成30年3月の2
年間 ▼内容／アンケートへの回答、現地見学会・国有
林モニター会議への出席など ▼募集期間／1月29日
㈮（消印有効）まで
◆詳しくは同局ホームページ http://www.rinya.
maff.go.jp/tohoku/ を参照してください。
問林野庁東北森林管理局企画調整課林政推進係 ☎
018‐836‐2228 6018‐836‐2031

雛街道20周年の節目に新たな歩みを
「傘福展示即売会」手作り傘福作品募集

募集作品／傘福（直径が90・60・30・20センチ㍍のも
の）、つるし飾り用の細工物単品
◆価格設定は個人にお任せします（相談可）。
◆詳しくは庄内傘福研究会、村上 ☎090‐9035‐4880。

リフレッシュ＆ボディケアエクササイズ参加者募集

日時／1月5日～3月15日の毎週火曜日午後7時30分～
9時（全11回） ▼場所／南平田コミュニティセンター

▼定員／20人 ▼内容／音楽に合わせた有酸素運動、
ストレッチング ▼講師／藤井紀子氏 ▼費用／1か月
2,000円または1回700円 ▼申し込み／ひらた目ん玉
スポーツクラブ（平田Ｂ＆Ｇ海洋センター内）へ ☎
52‐3284 652‐3516 Ｅメールhiratamsc@gmail.com

里仁館「冬のおもしろ広場」参加者募集

日時／1月9日㈯午前10時～午後1時 ▼場所／里仁館

▼対象／幼児～小学生と保護者 ▼内容／餅つき、昔

教室名 日　時 対象・定員

小学生スキー教室
（低学年、中学年、高学年）

1／10㈰、24㈰、31㈰、
2／21㈰、28㈰の午前
10時～正午（全5回）

小学生・各コー
ス先着20人

一般スキー教室 1／24㈰、31㈰の午前
10時～正午（全2回）

中学生以上・先
着20人

シニアスキー教室
1／18 ㈪、2／1 ㈪、11
㈷の午後1時30分～3
時30分（全3回）

60歳以上・先着
20人
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東北公益文科大学

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117
ケシの実が無いときは白ゴマでも代用でき
ます。

旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

食生活改善推進員からの

ワンポイント

酒田 旬の 45

　東北公益文科大学では、毎年就職活動（以下、就活）を
終えた4年生が11月から2月までの4か月間「就活サポー
ター」として集い、活動しています。今年度は私を含め8人
のサポーターが、毎週水曜日の午後に相談会を実施し、こ
れから就活を始める後輩たちの不安や疑問に答え、アド
バイスを行っています。
　今年度のメンバーは、全員違った業種から内定をも
らっていることが特徴で、さまざまな角度からアドバイ
スができるのが強みです。
　私自身も就活を通して、働きたいと考える業界や職種
を限定せず、視野を広く持つことが大切だということを
学びました。就活で学んだこ
と、失敗談や対応策などを伝
えることで後輩たちに勇気
を与え、やりたいことを実現
できるよう、全力でサポート
していきたいと思います。

「就活サポーター」活動中
佐藤 春香（4年）松風焼き

　表面だけをケシの実で飾り付け
する松風焼き。「裏が無く、隠し事
せずに正直に1年を過ごせるように」
という願いが込められています。縁
起良く、末広がりに切った松風焼
きをおせちの一品に加えてみては
いかがでしょうか。

【作り方】
①鶏挽肉にＡを加えて、よく練り混ぜる。
②バットの内側に小量の油を塗り、①を2㌢の厚さにならし、空

気が入らないようにきっちり詰める。表面に包丁の背で格子
状の筋目をつけ、ケシの実を散らす。

③170度のオーブンまたはオーブントースターで15分程度、焼き
色がついて中に火が通るまで焼く。

④羽子板の形に切り、竹串を刺す。

21

【材料】（6人分）
鶏ひき肉（皮なし） ‥‥ 360㌘
　　パン粉‥‥‥‥ 大さじ4
　　溶き卵‥‥‥‥2／3個分
　　みそ‥‥‥‥ 大さじ3弱
　　砂糖‥‥‥‥ 大さじ1強
　　酒‥‥‥‥‥ 大さじ1強
ケシの実‥‥‥‥‥ 小さじ2
サラダ油‥‥‥‥‥‥‥小量

ƒ
˙

˙
©

˙
˙

∆

A

さかたの か
ぜ

今月の人 齋藤 京香さん（大宮町三丁目）
県立酒田特別支援学校 聴覚障がい教育部 中学部三年

Saito Kyoka

国
際
舞
台
で
活
躍

　

昨
年
８
月
に
米
国
で
行
わ
れ
た
第
４

回
世
界
ろ
う
者
水
泳
選
手
権
大
会
に

出
場
し
た
齋
藤
さ
ん
は
、３
種
目
で
４

位
、２
種
目
で
５
位
、３
種
目
で
６
位
と

い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。「
タ
ッ
チ
の

差
で
メ
ダ
ル
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
が

悔
し
い
で
す
」と
語
る
齋
藤
さ
ん
で
す

が
、４
０
０
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
は
日

本
チ
ー
ム
の
ア
ン
カ
ー
を
務
め
、日
本

新
記
録
の
樹
立
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
「
初
の
国
際
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、ア
メ
リ
カ
は
滞
在
す
る
だ
け
で
疲

れ
ま
し
た
。と
に
か
く
暑
か
っ
た
で

す
」と
苦
笑
い
。現
地
の
食
事
は
高
カ
ロ

リ
ー
な
の
で
、日
本
か
ら
食
べ
物
を
持

参
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
10
月

に
台
湾
で
行
わ

れ
た
第
８
回
ア

ジ
ア
太
平
洋
ろ

う
者
競
技
大
会

（
水
泳
）で
は
６

種
目
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
「
台
湾
で
は
、食
べ
物
が
合
わ
ず
体
調
を

崩
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
大
会
も

タ
ッ
チ
の
差
が
多
か
っ
た
で
す
。万
全
の

状
態
で
泳
げ
て
い
れ
ば
と
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。体
調
管
理
が
大
事
で
す
」と
海

外
で
の
大
会
な
ら
で
は
の
苦
労
を
振
り
返

り
ま
す
。

大
舞
台
で
の
目
標
と
想お
も

い

　

現
在
、２
０
１
７
年
に
ト
ル
コ
で
行
わ

れ
る
予
定
の
デ

※

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
、

練
習
に
励
ん
で
い
る
齋
藤
さ
ん
が
水
泳
を

始
め
た
の
は
小
学
部
１
年
生
の
と
き
。得

意
種
目
は
自
由
形
と
バ
タ
フ
ラ
イ
で
、平

泳
ぎ
が
少
し
苦
手
な
の
だ
と
か
。

　
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
苦
手
な
種
目

を
も
っ
と
練
習
し
て
、全
て
の
種
目
で
上

位
を
目
指
し
た
い
で
す
」と
メ
ダ
ル
獲
得

に
意
欲
を
見
せ
ま
す
。１
日
の
練
習
で
１

万
㍍
も
泳
ぐ
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
あ
ま
り
知
名
度

が
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
が
頑
張
り
メ
ダ
ル

を
取
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
で
、デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」と
水
泳
に
懸
け
る
想
い

を
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
齋
藤
さ
ん
が
旋
風

を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し

ま
す
。

※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
／
４
年
に
一
度
行
わ
れ
る
聴
覚

障
が
い
者
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

▲世界水泳選手権大会の様子

▲後輩の不安や相談に笑顔で対応する先輩サポーター
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市内企業の優れた技術力や製品、
サービスを紹介します。 vol. 33

新
た
に
酒
田
へ
立
地
し
ま
し
た

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
首
都
圏
で
の
建
設
需
要
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
創
業
以
来
、首
都
圏
で
ビ
ル
や

商
業
施
設
な
ど
の
建
物
に
不
可
欠
な
給
水
、

給
湯
、冷
却
、消
火
、排
水
の
管
工
事
を
専

門
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
う
し
た

需
要
に
応
え
る
た
め
、加
工
管
の
製
造
か

ら
建
設
現
場
へ
の
配
送
、取
付
施
工
ま
で

を
一
貫
し
て
行
え
る
体
制
を
整
え
る
べ
く
、

新
た
に
酒
田
へ
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

一
貫
体
制
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
配
管
企
業
へ

　

酒
田
工
場
で
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
管
を
中

心
に
、
用
途
に
応
じ
た
加
工
管
を
製
作
し

て
い
ま
す
。
従
来
溶
接
で
行
っ
て
い
た
工

法
を
大
幅
に
時
間
短
縮
で
き
る
フ
レ
ア
マ

シ
ン
や
自
動
溶
接
機
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
継
手
や
溶
接
箇
所
を
極
力
抑
え
た
工

法
で
市
場
競
争
力
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
の
管
理
に
重
点
を
置
く
一
方
、
従

業
員
の
技
術
、
資
格
取
得
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
首
都
圏
だ
け
で

な
く
東
北
管
内
か
ら
の
受
注
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
工
場
で
す
が
、
お
客
さ
ま

や
地
域
の
皆
さ
ま
に
「
酒
田
に
パ
イ
プ
・

ラ
イ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
あ
り
！
」
と

慕
わ
れ
る
企
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

今月は パイプ・ラインエンジニアリング 株式会社 酒田工場

酒田工場（平成27年10月竣工）

完成した加工管（直管）

直
径
20
㍉
程
度
の
小
口
径
管
か
ら

４
０
０
㍉
の
大
口
径
管
ま
で
幅
広

く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

TIG溶接作業

建
設
現
場
で
す
ぐ
組
み
上
げ
ら
れ

る
よ
う
、工
場
の
段
階
で
各
パ
ー
ツ

を
作
り
込
み
ま
す
。

【企業の概要】
沿　　革  平成11年神奈川県横浜市にて創業、同年有限

会社パイプ・ラインエンジニアリングを設立、
平成14年株式会社に改組、平成18年東京都台
東区に本社移転、平成27年酒田工場設立

商　　号 パイプ・ラインエンジニアリング株式会社
資 本 金 3,000万円
◎酒田工場
住　　所 酒田市京田四丁目8-2 ☎28-8825
代 表 者 工場長 丸山 剛志
従業員数 10人
事業内容 建築用ステンレスパイプ等の加工と付属品の製造
ホームページ http://www.pipe-line.co.jp/index.html

製
品
づ
く
り
に
情
熱
を
注
い
で

い
ま
す
。

製造部　佐藤裕之（左）さん
　　　　池田良樹（右）さん

　

先
日
ス
ー
パ
ー
で
こ
ん
な
光
景
を

目
に
し
ま
し
た
。
４
、
５
歳
く
ら
い

の
子
と
お
父
さ
ん
で
す
。
ミ
カ
ン
や

リ
ン
ゴ
な
ど
が
並
ぶ
一
角
に
、
季
節

外
れ
の
イ
チ
ゴ
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
子
は
し
き
り
に
「
買
っ

て
！
」
と
ね
だ
っ
て
い
ま
す
。「
今

は
お
い
し
く
な
い
か
ら
ダ
メ
」「
お

い
し
い
、
食
べ
た
い
、
買
っ
て
！
」

「
ダ
メ
。
ミ
カ
ン
に
し
よ
う
」「
イ
チ

ゴ
じ
ゃ
な
き
ゃ
イ
ヤ
だ
」
と
な
か
な

か
納
得
し
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
手
を
焼
い
て
「
ど
う

し
て
い
い
子
に
し
な
い
の
」「
お
店

で
は
ね
だ
ら
な
い
っ
て
約
束
し
た
だ

ろ
う
」「
そ
ん
な
に
わ
が
ま
ま
を
言

う
な
ら
、
も
う
連
れ
て
こ
な
い
よ
」

と
い
う
言
葉
が
口
を
つ
い
て
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
子
ど
も
は「
い
い
子
じ
ゃ
な
い
」

「
わ
が
ま
ま
」「
約
束
し
た
」
と
言
わ

れ
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
語
気
の
強
さ
や
怒
る

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
怖
い
か
ら
、

そ
の
場
で
は
黙
っ
た
り
、
行
為
を
止

め
た
り
し
ま
す
が
、
ま
た
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る

と
「
ど
う
し
て
、ま
た
そ
う
な
の
！
」

と
叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
叱
る
方

の
親
も
「
叱
っ
て
ば
か
り
い
る
ダ
メ

な
親
」
と
無
力
感
に
陥
り
が
ち
に
な

り
ま
す
し
、子
ど
も
も
「
親
は
怖
い
」

「
自
分
は
ダ
メ
な
子
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
と
き
、
子
ど
も
に
や
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
具
体
的
に
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。買
い
物
に
行
く
前
に「
お

母
さ
ん
が
今
日
は
買
わ
な
い
よ
っ
て

言
っ
た
ら
『
買
っ
て
、
買
っ
て
』
っ

て
言
わ
な
い
で
ね
」
と
。
そ
し
て
い

つ
も
は
「
買
っ
て
」
と
せ
が
む
子
が
、

そ
の
日
は
言
わ
な
か
っ
た
ら
、「
今

日
は
『
買
っ
て
』
っ
て
言
わ
な
か
っ

た
ね
。
い
い
子
だ
っ
た
ね
」
と
一
言

褒
め
て
く
だ
さ
い
。
で
き
な
い
こ
と

を
叱
る
よ
り
、
や
っ
て
ほ
し
い
こ
と

を
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

で
き
な
い
こ
と
を
叱
る
よ
り
︑や
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
よ
う

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子  

先
生

●
お
問
い
合
わ
せ

　

市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係

　

☎
２
６‐５
７
３
５

酒田っ子

す
く

す
く

89
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め
に
、
各
地
で
出
前
講
座
や
ジ
オ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月

と
11
月
に
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の

学
生
が
司
会
進
行
を
つ
と
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
八
幡
地
域
で
開
催
。
各
地

区
の
自
治
会
長
な
ど
40
人
以
上
が
参
加

し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
す
る
ア
イ
デ

ア
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
今
後
の
課
題
も
含
め

地
域
の
宝
を
語
り
合
え
る
、
そ
れ
が
ジ

オ
パ
ー
ク
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ぜ
ひ
地
域
づ
く

り
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
れ
が

こ
の
事
業
の
願
い
で
す
。
一
緒
に
取
り

組
み
、
今
年
の
秋
に
は
認
定
を
獲
得
し

ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
３
月
24
日
、
３
市
１
町
が
集

ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
鳥
海
山
・
飛
島

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
」
は
、

地
域
住
民
へ
の
周
知
活
動
と
し
て
、
の

ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
、
缶
バ
ッ
ジ
、
歓

迎
看
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
作
成

し
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
公
用
車
も
走
ら
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
重

要
な
役
割
を
担
う
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
養
成

研
修
に
は
、
定
員
を
上
回
る
58
人
の
応

募
が
あ
り
、
先
日
全
９
回
の
講
座
を
終

え
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
の
ジ
オ
パ
ー
ク
加
盟
申
請

に
向
け
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
に
よ
る
現
地
視
察
・
書
類
審
査
の
重

要
な
鍵
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
盛
り
上

が
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
広
く
周
知
し
、
地
域
の

方
か
ら
た
く
さ
ん
参
加
し
て
も
ら
う
た

情
報
、
年
金
の
情
報
な
ど
を
電
話

で
聞
い
た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
あ

な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

貸
し
て
ほ
し
い
」
や
、
教
え
て
し

ま
っ
た
後
で
「
他
人
に
教
え
た
こ

と
は
罪
に
な
る
」
な
ど
の
話
は
詐

欺
の
手
口
で
す
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

酒
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
‐
５
７
５
１

内
閣
府
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

　

昨
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
国
民
一

人
一
人
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
便
乗
し
た
勧
誘
や
、
個

人
情
報
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問

な
ど
に
関
す
る
相
談
が
、
全
国

の
役
所
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

な
ど
の
手
続
き
で
、
口
座
番
号

や
家
族
構
成
、
資
産
や
所
得
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

あ ん 消費生活 81し ん

●お問い合わせ／市消費生活センター ☎26‐5761
　　　　　　　　（市役所1階まちづくり推進課内）

「日本海と大地がつくる 水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク構想 リレーコラム 第●回13

東北公益文科大学
特任講師

中原 浩子氏

鳥
海
山・飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
加
盟
申
請
に
向
け
て

QRコード

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

　児童相談所や市相談窓口では、子育てに関する相談
をなんでも受け付けています。出産や子育てで気にな
ることがあったら、相談窓口にご連絡ください。

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相談所につながります。

26-5734
1
い ち は や く

89
市相談窓口
電話番号

児童相談所
全国共通
ダイヤル

【こころの相談窓口】
市健康課 ☎24‐5733
八幡総合支所地域振興課 ☎64‐3113
松山総合支所地域振興課 ☎62‐2611
平田総合支所地域振興課 ☎52‐3911
庄内総合支庁地域保健福祉課 ☎0235‐66‐4931
◆月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
　（祝日・年末年始を除く）

眠れない…は
心のSOS 一人で悩まず

相談を

●
お
問
い
合
わ
せ

　

市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６‐５
７
５
９

▲八幡地域でのワークショップの様子
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月の ひとりで悩まずにご相談ください。各種相談1

はんこたんな庄内広域広報

親子ふれあいサロンへどうぞ 【1・2月の予定】

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8：30～17：15
（12：00～13：00を除く）

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市消費生活セ
ンター ☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市消費生活セ
ンター ☎26-6266

山形財務事務所
借金に関する相談窓口

月～金曜日／8：30～16：30
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財
務事務所1階理財課
[相 談 専 用 電 話]023-641-
5201

いのちの110番 月～金曜日／8：30～17：15 市役所6階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

12日㈫、26日㈫／
9:30～12:00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

12日㈫、20日㈬／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9：00～16：00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

5日㈫、19日㈫／
13:30～15:00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

20日㈬／13:30～15:00 松山健康福祉センター
☎62-2611

12日㈫、20日㈬／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／9：00～16：00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄
内支所（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相
談 も あ り ま す。 ☎0235-
66-5452

教育相談 月～金曜日／9：30～18：00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教
育相談室 
70120-783-042

項　目 日　時 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／9：30～16：30 中町庁舎4階、市青少年指
導センター ☎24-2901

心配ごと相談 5日㈫、19日㈫／
9:00～12:00

酒 田 市 地 域 福 祉 セ ン タ ー
（新橋二丁目1-19） ☎23-5765

生活困窮者自立支援
相談

月～金曜日／8：30～17：15
（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさ
かた（地域福祉センター
内）☎25-0350、624-6299、
Ｅメールjiritsu@sakata-
shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援セン
ター庄内プラザ（産業会館
1階） 70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工
港湾課 ☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐
在日）

原則金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企
画課 ☎0235-66-5491

女性の健康相談 27日㈬／15:30～16:30
(要予約)

庄内保健所子ども家庭支
援課（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
5653

身体障がい者更生相談 第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン
ター ☎26-3715

精神保健福祉相談
6日㈬／10：00～12：00
(要予約)
◆次回2月1日㈪。

酒田農業技術普及課（若浜
コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4931

ひきこもり相談 26日㈫／13:30～15:30
(要予約)

庄内保健所地域保健福祉課
相談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、Ｂ型肝
炎およびC型肝炎個
別相談・検査

［相談］月～金曜日／8：30～
17：15（祝日除く）

［検査］毎週火曜日／9：30～
12：00（要予約）（祝日除く）

庄内保健所保健企画課健康
相談室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-
4920

1月の診療日は、
1日㈷、2日㈯、3日㈰、10日㈰、11日㈷、17日㈰、24日㈰、31日㈰です。 

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分（ただし午前11時30分
～午後1時でも急患は受け付けます）【夜間】午後5時30分～8時30分 ▼ 場所／船場町二丁
目1-31 市民健康センター別館 ▼電話／21‐5225（受付時間中のみ） ▼平日の問い合わせ／
市健康課健康係 ☎24‐5733

酒田市休日診療所　1月の診療日

遊佐町

ねらえストライク！
― 遊佐町男女混合ボウリング大会 ―
日時／1月31日㈰午後3時～7時
30分 ▼ 場所／大成ボウリング
センター（東両羽町） ▼対象／
男性25～35歳、女性20～35歳の
未婚の方 ▼定員／男女各8人 ▼

費用／男性4,000円、女性2,000
円 ▼申し込み／1月15日㈮まで
遊佐町企画課定住促進係へ ☎
28‐8257 Eメ ー ルteiju@town.
yuza.yamagata.jp

三川町

第13回みかわ・あったか
冬まつり

　この冬に三川から発信する、
食の「イチオシ」や「新作」が勢
ぞろい！あったか屋台村にぜ
ひお越しください。
日時／1月31日㈰午前10時～午
後2時 ▼場所／いろり火の里な
の花ホール ▼ 内容／あったか
屋台村、特産品販売など（お得
な前売り券あり）
問三川町観光協会 ☎0235‐66‐4656

鶴岡市

日本海寒鱈まつり

日時／1月17日㈰午前10時30分
～午後3時 ▼場所／鶴岡銀座商
店街特設会場 ▼ 内容／寒鱈汁
の販売、日本海荒波太鼓、おき
つねはんまつり、鶴岡市と交流
のある都市による観光物産展
ほか
問同まつり実行委員会 ☎0235‐
22‐2202

庄内町

内藤秀因水彩画記念館特別展
「庄内総合高校芸術展」

　高校生のみずみずしい感性
でつくられた作品をご覧くだ
さい。
日時／1月9日㈯～24日㈰午前
9時～午後6時（土曜・日曜日は
午後5時まで） ▼ 休館日／月曜
日、祝日 ▼場所／内藤秀因水彩
画記念館（庄内町立図書館内併
設） ▼入館料／無料
問庄内町立図書館 ☎43‐3039

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み
1／12㈫ 10:30～12:00 「おおきくな～れ」身長・体重測定 就学前児童と保

護者
当日会場
へ1／13㈬ 10:30～11:00 「おはなしひろば」絵本の読み聞かせ

1／19㈫ 10:00～12:30 「食育講座」クッキング離乳食p
パ ー ト

art3
講師／管理栄養士 星川陽子氏

生後6か月～8か
月の乳児と保護
者8組

1／5㈫
9：30～

1／28㈭ 10:30～11:30 「あそびのおへや」親子でふれあい♡リト
ミック　講師／加藤千鶴氏

2歳～就学前児
童と保護者15組

1／13㈬
9：30～

2／1㈪ 10:30～12:00 「おおきくな～れ」身長・体重測定 就学前児童と保
護者

当日会場
へ

2／11㈷ 10:00～12:30
「つくってみよう」＆「わんぱく広場」
ほっかほか料理♡親子でクッキング
講師／きらきらネットワーク倶楽部

年長児～小学生
と保護者8組

1／21㈭
9：30～

年始の休日歯科診療当番
診療時間／午前9時～午後5時

1月1日㈷ 富樫歯科医院　日吉町一丁目1-27 ☎22‐0111
1月2日㈯ あべ歯科医院　ゆたか一丁目16-11 ☎33‐1182
1月3日㈰ 横山歯科医院　東大町一丁目9-9 ☎22‐4552

※急病や軽いけがのときにおいでください。　※小児科医による診療は日中
のみです。　※保険証を忘れずにお持ちください。



私の街さ
かた。あの

日あの時
。

ランドセルを
寄贈いただきました

12/7

　市内生活保護世帯の平成28
年度入学児童に対して、株式
会社弦巻からランドセルが寄
贈されました。ランドセルは
本市を通して対象児童1人に
贈られます。同社からは63年
前から毎年ランドセルを寄贈
いただいています。 夢と出会いが力に

12/8

　酒田で楽しい結婚・出産・子育て応
援講演会で「なでしこジャパン」の
佐々木則夫監督が講演しました。参
加者は、佐々木監督のユーモアあふ
れる講演に耳を傾けていました。

人権擁護活動に
長年尽力11/30

　人権擁護委員 小松紀一氏に法務大臣表彰
状が伝達されました。小松氏は、人権相談や啓
発活動などに長年熱心に取り組み、同委員組
織の会長として運営に貢献してきました。

酒田の
ものづくりを称え12/10

　酒田市のイメージ向上に大きく貢献
している株式会社本間ゴルフへ、本市か
ら感謝状を贈呈しました。同社は製品に
「M

メ ー ド

ADE I
イ ン

N J
ジ ャ パ ン

APAN S
サ カ タ

AKATA」と刻印し、
酒田の地名を世界に発信しています。ま
た同社契約プロのイ ボミ選手の年間賞
金女王獲得の祝勝セレモニーが行われ、
丸山市長がイ ボミ選手へお祝いの記念
品を贈呈しました。

児童図書の充実のために
12/7

　国際ソロプチミスト酒田から児童図書充実のた
めの資金が本市に寄付されました。
　同団体から本市には、昭和57年より毎年、青少年
育成のための寄付や寄贈をいただき、児童図書や
書架の充実に活用されています。

11/27・28

プロの演奏＆指導を体験
　マリンバ奏者S

シ ン ス ケ

INSKE氏のコンサートが
希望ホールで開催されました。
　翌日は同氏によるワークショップが出羽
遊心館で行われ、参加者たちが作曲に挑戦。
プロの指導に熱心に耳を傾け、イメージし
た音色づくりに真剣に取り組んでいました。
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交通安全・
事故防止のために

11/25

　庄内みどり農業協同組合、酒田市
袖浦農業協同組合、全国共済農業協
同組合連合会から本市にカーブミ
ラー14基が寄贈されました。カーブ
ミラーは事故防止のため、市内の道
路に設置されます。昭和48年より同
団体から毎年寄贈されたカーブミ
ラーは合計で994基になります。

暴力団排除を宣言
11/25

　酒田市暴力追放推進協議
会 会長 丸山市長と構成団
体の長などが、酒田警察署
を訪れ、暴力団排除宣言書
を提出。市内42の構成団体
が暴力団排除活動の実践を
誓った宣誓書を、齋藤酒田
警察署長へ手渡しました。

どうする?酒田の観光
11/27

　コワーキングスペースU
ア ン ダ ー バ ー

NDERBARで
「第1回 市長と語ろう 若者交流会」が行
われ、40歳以下の若者約20人が参加し、丸
山市長と活発な意見交換を行いました。
参加者からは市長が驚くユニークな意見
が続出しました。

酒田の魅力を
観光に生かす戦略11/24

　第2回酒田市観光戦略会議・推進協議会合同
会議が行われました。事務局から酒田市中長
期観光戦略報告書骨子（案）が示され、これか
らの観光戦略を考えていく上で手掛かりとな
るさまざまな意見や提案が出されました。

笑顔はパワー11/25

　Z
ジ ッ ピ ー

IPPY C
チ ア

heer D
ダ ン ス

ance C
ク ル ー

rewのチーム
C
ク ロ ー バ ー

LOVERS、チームB
ビ ー ミ ー

EAMYのメンバーが
丸山市長を表敬訪問しました。同チーム
は11月29日に東京都で開催された、第15
回全日本チアダンス選手権・第13回全日
本学生チアダンス選手権大会に東北代表
として出場しました。

新庁舎での来客を
サポート11/27

　創立70周年を迎える東北電機鉄工株式
会社より、新市庁舎で使用するキッズコー
ナー用プレイサークル、ベビーカー、車椅子
が寄贈されました。

安全で安心な
街づくりを目指して11/26

　東北電力株式会社酒田営業所よりLED
防犯灯7灯、株式会社ユアテック酒田営業所
より防犯灯取り付け工事一式が本市に寄贈
されました。これまで同市に寄贈された防
犯灯は合計で1,972灯になります。

学力向上に
向けて11/26

　第2回酒田市総合教育会議が中町庁
舎で行われ、標準学力検査および全国
学力・学習状況調査の結果などを踏ま
えた本市児童生徒の学力向上対策に関
し、活発な議論が交わされました。

21 ズームアップ ［私の街さかた 2016.1.1］



◆単写真は特選なし。
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「
蓮は

す

の
詩う

た

」

阿
蘇 

和
夫
さ
ん
（
若
宮
町
二
丁
目
）

蓮
の
特
徴
を
良
く
つ
か
ん
で
お
り
、
色
調
が
だ
ん
だ

ん
実
物
に
近
づ
い
て
い
く
の
が
良
い
。
カ
エ
ル
が
躍

動
的
。
中
央
の
写
真
が
神
々
し
く
、
生
物
・
自
然
・

宗
教
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

土門拳記念館˜ 1月5日㈫～13日㈬
松山城址館˜ 1月15日㈮～19日㈫
ひらたタウンセンター˜ 1月21日㈭～25日㈪
八幡タウンセンター˜ 1月27日㈬～2月2日㈫
総合文化センター˜ 2月4日㈭～8日㈪
市役所1階˜ 2月12日㈮～18日㈭（予定）

入賞作品の展示

応 募 者 数 ‥‥‥‥‥‥71人
応募作品数‥‥‥‥‥ 131点

応募状況

菅原 恒男氏
（全酒田写真連盟会長）

渡辺 暁雄氏
（東北公益文科大学准教授）

高橋 江里子氏
（株式会社小松写真印刷制作部主任）

審査員
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夜明け前の白鳥という、普段はなかなか見ることができない景色を捉えてい
る。作品の中に時間の流れが見える。3種類の異なる青が素晴らしく、作品
から酒田の朝の雰囲気が伝わってくる。写真にしかできない表現だ。髙橋 康雄さん（遊佐町）

「夜明け」特選

ふ る さ と 発 見 賞
「茅

か や

ぶき職人の修業中」
藤井 恵次さん（光ケ丘四丁目）

若者が伝統を受け継ぐさまを通して、
私たちがふるさとに気付かされる。文
化を伝える意味でも重要な作品。師匠
とのツーショットがほほ笑ましい。

「さかた湊
みなと

今昔」
田代 貢一さん（宮野浦一丁目）

入 選

小
こ

鵜
う

飼
かい

船
ぶね

、千石船、飛鳥Ⅱと、異なる時代の船を通して港町酒田のイメージを表現して
いる。時系列順に配置されており、時の流れが感じられる。タイトルの「湊」の字も良い。

「希望へ」
茂木 玲子さん（みずほ一丁目）

視点の勝利。無機質で都会的な部分が酒田にもあると気付かされる。全体の色と中央
の親子の服の色が合っている。組み写真を意識して撮られた作品。
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ユ ー モ ア 賞 「昭和と平成」
福島 勇さん（埼玉県）

ド キ ュ メ ン ト 賞

「人間の鎖作戦」
梅津 勘一さん（錦町五丁目）

タイトルから絆やつながりの大切さが見える。一人ではなくみんなで取り組むことで
生まれるエネルギーを感じる。作品全体に曲線の面白さがある。

昭和の土門拳作品と平成の子ども、真面目な観覧者とだ
らける子どもの対比が良い。厳格なイメージの美術館に
そぐわない行動に、ピリっとした面白さがある。

佳 作

「喜び3倍」
田代 みどりさん

（宮野浦一丁目）

「雑
ざ っ こ

魚しめ」
三澤 清明さん

（駅東二丁目）

「酒田祭り3景」土井 栄美里さん（光ケ丘一丁目）

「松原四季彩」佐々木 吉治さん（若宮町二丁目）

「秋日和」三浦 民雄さん（新橋二丁目）
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合併したことで酒田に城下町文化が
加わったことを実感させる。松森胤
保という郷土の偉人を、作品を通し
て知ることができる。雪を被った像
の感じがいい。

合 併10 周 年
記 念 賞

「胤
た ね

保
や す

翁
お う

探訪」
塚越 文昭さん（字内町）

「納涼まつり」
髙橋 良政さん（住吉町）

「運命の二人」
神田 潤さん

（新橋二丁目）

「雄姿」
齋藤 悟さん

（字金谷）

「別れはいやだ」
柏舘 光子さん

（福島県）

「市民から
 ありがとう」
冨樫 きく子さん

（北新橋二丁目）

新 人 賞

特選ジュニアの部 入 選ジュニアの部

「錆
さ び

＝勲章」 
石山 直樹さん（酒田光陵高校）

虫の目で撮影することで、うち捨
てられたものの存在感が増してい
る。錆を勲章と捉える感性が新
鮮。高校生らしからぬタイトルに
も惹

ひ

かれる。

「稲刈り体験」 
冨樫 菜々子さん（酒田西高校）

「
ゆ
う
ゆ
う
・
か
ん
か
ん
」 

佐
藤 

和
輝
さ
ん
（
酒
田
東
高
校
）

若い人は風景や静物を
撮影する作品が多いが、
あえて子どもを被写体に
した点が評価できる。子
どもの表情がいい。

「
時
の
流
れ
」 

松
田 

春
花
さ
ん
（
酒
田
西
高
校
）

ツタと窓に映る空が美しい。
何気なく見ればただの古い
建物だが、写真になること
で新たな発見が生まれる。

力強い作品。左右対称に撮
ろうという狙いが感じられる。
時間を感じさせないのが面白
い。タイトルの意味が気になる。
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問市社会教育課社会教育係  ☎24‐2993

第29回 酒田日本海
1月23日　24日　
（寒鱈汁の販売は午後２時まで、ただし売り切れ次第終了）

寒鱈まつり
午前10時30分～午後3時30分

◆ごみ減量のため、できるだけ「はし、容器（どんぶり、鍋、タッパーなど）」を持参してください。
◆当日の天候などの影響により、販売終了が早まったり、イベントが中止になったりする場合があります。

酒田夢の倶楽（山居倉庫）、中町中和会商店街、中通り商店街、大通り商店街、
酒田商工会議所、マリーン5清水屋、ト一屋（市内全店）、ヤマザワ（市内全店）

中町モール、中通り商店街、さかた海鮮市場、ＪＲ酒田駅前

同日開催

酒田市消防出初式
問酒田地区広域行政組合消防本部警防課 ☎61-7115
24日㈰午後0時30分～1時30分（悪天候などの場合は中止）

国道112号
マリーン5清水屋前 世界の料理フェア2016

問市まちづくり推進課市民交流推進室 ☎26-5615
24日（日）午前11時～午後2時

交流
ひろば

前売り券前売り券

前売り券
取り扱い
前売り券
取り扱い

1セット700円
[寒鱈汁券1枚、お楽しみ券（100円相当のお買い物券）1枚、抽選券1枚]

場　　所場　　所

土 日
問酒田市商店街連合会（酒田商工会議所内） ☎22-9311、
　市観光振興課観光交流係 ☎26-5759

味の暖簾街
の　 れん

中町モール、中通り商店街
さかた海鮮市場、酒田駅前

　真冬に水揚げされる脂ののった寒鱈を丸ごと使った熱々の寒鱈
汁をメーンに、体も心も暖まる色々な酒田の味を取り揃えた「味
の暖簾街」です。今年も中通り商店街で秋田のきりたんぽ鍋の販
売・特産品の販売を行います。

　酒田市と遊佐町の蔵元9蔵の地酒を1杯
100円で飲み比べできます。
日時／23日㈯、24日㈰の午前10時30分～午後2時頃
◆お楽しみ券も使えます。

太鼓演奏
酒田北前太鼓振興会　中通り商店街
　23日㈯ ①午前11時～ ②正午～ ③午後１時～
　24日㈰ ①午前10時50分～ ②午前11時45分～
太鼓道場風の会　中町モール
　23日㈯ ①午前11時30分～ ②午後0時30分～
　24日㈰ ①午前10時30分～
　　　　 ②午前11時30分～
　　　　 ③午後0時30分～
上田太鼓育成会　中通り商店街
　24日㈰ ①午前11時15分～
　　　　 ②午後0時15分～

なかまち冬の市 中町モール、中通り商店街

　地域特産品や農産物加工品などを取りそろえています。

寒鱈まつり大抽選会 中通り本部特設会場

　寒鱈一尾や庄内米、料亭・すし店・ラーメン店食事券など、空
くじなしのその場で当たる楽しい抽選会。前売り券をお買い求め
の方のみの特典です。

「食の都庄内」親善大使 寒鱈フェスタ
中通り商店街

中通り商店街

　食の都庄内親善大使「太田政宏シェフ」「古庄浩
シェフ」「奥田政行シェフ」「土岐正富シェフ」の
豪華４人が腕を振るったスペシャルな寒鱈料理をお楽しみいただ
けます。販売日時／23日㈯、24日㈰の午前11時～（無くなり次第終了）

9蔵集合！酒の酒田の酒まつり
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本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。

酒田市政策推進課広報広聴係
〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
TEL.0234-26-5706（直通） FAX.0234-26-3688
E-mail koho@city.sakata.lg.jp
酒田市ホームページURL http://www.city.sakata.lg.jp/
市公式フェイスブック http://www.facebook.com/sakatacity

［市の木］ケヤキ

［市の鳥］イヌワシ

［市の花］トビシマカンゾウ
八幡総合支所 〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地

TEL.0234-64-3111（代表） FAX.0234-64-3110

松山総合支所 〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
TEL.0234-62-2611（代表） FAX.0234-62-2618

平田総合支所 〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234-52-3111（代表） FAX.0234-52-3116

No.123
「発表会でチアガールになって踊ったよ」
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